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美術同好会と有志の生徒が制作して
いたかつおのぼり（記念のぼり）が，
「かつおのまちかつおのぼり掲揚場」
(松ノ尾)に12月４日(金)まで掲揚され
ています。
凝ったデザインの立中かつおのぼり

をぜひご覧ください。

地域が育む「かごしまの教育」県民週間

１日(火) １・２年教育相談(～12/4) 12日(土) 土曜授業 一人二鉢

３年三者相談(～12/2) 14日(月) ２年職業調べ

３日(木) 校内持久走大会 15日(火) 青パトの日

１・２年ＰＴＡ 16日(水) 立中タイム

７日(月) 朝の声かけ活動（２－１） 17日(木) 学級専門部会

２年食に関する学習 18日(金) 市民あいさつ運動

８日(火) 市学校保健研究協議会 21日(月) 立神きずなの日 ６校時カット

（サン・フレッシュ枕崎） 青少年地域育成懇談会(立神小)

９日(水) 立中タイム(除草) 22日(火) 学校専門部会

10日(木) 心の教育の日 23日(水) 立中タイム

朝の読み聞かせ 24日(木) 終業式 大掃除 地域生徒会

11日(金) 朝の声かけ活動（２－１） 25日(金) 通学路点検

１・３年いのちの授業 28日(月) 仕事納め

【１２月の主な教育活動予定】

○地区中体連新人大会

野球 優勝

サッカー ２位（桜山中と合同チーム）

バレー 優勝（桜山中，枕崎中と合同チーム）

女子ソフトテニス 個人戦６位 小湊珠桜・平田瑠奈ペア ６位

バドミントン 団体戦 優勝

個人戦 １年女子 １位 馬場ももか ２位 畑野綾乃

２年女子 ２位 篠原 椛 ３位 池上蒼生，吉川優羽

共通男子 ２位 井上煌太 ３位 鮫島優斗

○県中学校秋季選抜野球大会 ３位

○地区体育大会 形個人戦中学生の部 １位 池上元

組手個人戦中学生の部 １位 池上元

○県Ｕ13サッカー大会南薩地区大会 優勝（桜山中，枕崎中と合同）

○県理科研究記録展県審査 入選 １年 木原健心 ２年 徳満彩乃

○県作文コンクール 入選 ２年 山神彩音

○「健康増進月間」作文・標語・川柳コンクール

標語の部 知事賞 ２年 安倍松未明

「元気だよ 検診いかずに いえるかな」
○市読書感想文コンクール 特選 田畑大空 大城ののか

○南さつま児童生徒美術展

ＫＹＴ鹿児島読売テレビ賞 ３年 吉永千紗

佳 作 ３年 下舞竜稀亜

入賞おめでとうございます

毎月１０日は「心の教育の日」

校長 吉 坂 実

11月14日の「人権学習」では，講師を招きLGBTについて考

える時間を設定しました。生徒からは，「人それぞれ生き方

や考え方がちがう」や「差別はいけない」等の感想がありま

した。

さて，立神中学校では毎月１０日を「心の教育の日」と設

定し，全校集会や学級等で講話をしたり，生徒同士で考える

授業をしたり取り組んでいます。

私たちが朝一番に相手に会うときにする動作として「あい

さつ」があります。挨拶の「拶」には“近づく”という意味

があるそうです。相手に近づき心をかわすことが「あいさつ」

というわけです。

私は離島で勤めていたときに夜光貝を磨いてキーホルダー

を作製したことがあり，ひたすら何時間もかけて磨き上げる

と虹色の光沢が浮かび上がってくるのにわくわくした経験が

あります。

掃除は自分自身の心磨きにつながると言われます。皆さん

は掃除の時間に「何を磨いていますか？」

・教室の床や廊下をきれいに磨く

・机や黒板を丁寧に拭き取る etc.

さらに，剣道では「残心(ざんしん)」という教えがありま

す。それは，相手に打ち込み旗が上がっても相手の反撃に備

える構えのことです。

日常生活で例えると，

① トイレのスリッパを次の人が履きやすいように直して

おく

② 使ったものを後片付けする

③ テストでの答え合わせや解答の見直しをする

などに当たるのではないでしょうか。

春休みのある日，全盲の方を目的地まで介添えをしてくれ

た立中生に大変感謝していますとお礼の電話がありました。

とても勇気のある心温まるエピソードです。

皆さんも少し意識した行動をすることで，自分の心を磨き，

相手の気持ちに寄り添えることにつながるのではないでしょ

うか。

かつおのぼり制作～美術同好会～

人権学習の一環として，かご
しま性を考える会の安藤美智子
さんを講師にお招きして，「性
の多様性を考える」講話をして
いただきました。安藤さんは，
助産師でもいらっしゃいます。
「いのちの授業」では，これま
でも講師として立神中の生徒に
指導してくださっています。Ｌ
ＧＢＴについて，改めて学習し

て，多数派が当たり前，少数派は差別や偏見にさらされるような
社会は，実はおかしいのではないかという感想をもつ生徒もいて，
生徒の知識や意識には変化があったようでした。
安藤さんは最後に，「ＬＧＢＴに優しい社会はすべての人にや

さしい社会である。みんな何かしらのマイノリティをもっている
のではないか。みんな違ってみんないい。」と話してくださいま
した。

講演 性の多様性を考える［11月14日］

コロナ禍での文化祭，スローガン「Ｍａｋｅ ｙｏｕ ｓｍｉ
ｌｅ！！ ～心を表す 文化を表す そして 笑顔で満たす～」
のもと，三密を避けることやマスク着用，手指の消毒に全校で努
め，また，保護者，地域のみなさまにもご協力をいただき，例年
通り文化祭を開催することができました。地域の皆様には，郷土
芸能，方言，よさこいの指導，衣装や参考資料としての台本の提
供等，多くのご支援をいただきました。おかげさまで，生徒の活
動がよりいきいきとしたものになりました。
１年生は，郷土の先人の功績を劇に，２年生は平和をテーマに

日常の尊さを劇にして発表しました。最後の文化祭になった３年
生は，慣れ親しんだ立中の学校生活の様子を劇で表現しました。
今回は，劇の上演中も舞台裏での動きを一方通行にしたり，合唱
は，マウスシールドを着用したりするなどの工夫も行いました。
午後は，芸術鑑賞教室でした。パフォーマー Ｋ＠ＩＴＯ（北方

海渡）さんのジャグリングや手品を堪能しました。パフォーマン
スを披露しながら，Ｋ＠ＩＴＯさんは，夢を持ち続け，諦めずに
自ら道を切り開く勇気について語ってくださいました。

第27回文化祭・芸術鑑賞教室［11月６日］

１年生劇 ２年生劇 ３年生ブラスバンド ３年生合唱火の神乙女太鼓 爽 Ｋ＠ＩＴＯさん


